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労働契約法NO！労働基準法・労働組合法の強化を
秋の国会キャンペーン実行委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　                                                 ２００７年１１月７日

衆議院議員　各位
参議院議員　各位
パートや派遣、若者や女性の意見も聞かないで、勝手に労働契約法を新設するのは、言語道断です。

私たちは、働く人たちの声に耳を傾けない自民党・公明党・民主党が嫌いです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

11月7日、衆議院厚生労働委員会で労働契約法が自民・民主の合意の修正案で可決されました。私たちは、先の参議院選挙で与野党が逆転し、ようやく強行採決に歯止めがかかり、わずかでも民主主義の原則に立ち返り、労働契約法についても強硬に審議されることはないと信じていました。ところが、「均衡処遇の考慮」「仕事と生活の調和の配慮」などの文言を入れ、一部修正したのみで修正案が可決されてしまいました。

私たちは強い憤りを持って、改めて厳重に抗議します。

　これでは、戦時中の大政翼賛と見なされても仕方がないのではないでしょうか。

　参議院選挙で市民、労働者の期待を得たはずの民主党は与党に擦り寄り、今回の党首退陣の茶番劇のような余りにも市民をこけにした在り方は、政治の腐敗を物語っています。

現在、日本の雇用環境は悪化の一途です。９０年代後半から、非正規雇用が増大し労働条件の不利益変更が後を絶ちません。私たちが、現実の日々の労働相談で実感していることは、就業規則で一方的な労働条件の不利益変更が増大していることです。

就業規則は使用者が一方的に作成し労働基準監督署に、過半数代表もしくは労働組合の意見を聴いて届ける制度となっています。労働基準監督署は、過半数代表選挙が民主的に運営されているか、就業規則の周知徹底が本当になされているのか、きちんと把握し、指導しているとは言いがたい現状です。これだけ、労働相談が多いのに監督官の数は増えていません。

また、個別紛争処理機関も強制力がないために、使用者と論点が一致できない時はまったく解決できず、形式的処理をしている現実で役にたっていません。

それどころか、労働局には強制力がないので解決しなくてもよいと使用者に指導する、悪質な弁護士や社会保険労務士が労使紛争に介入して金儲けの道具にすらしています。

ほとんどの企業では労働組合もなく、非正規雇用労働者が過半数以上いるのに従業員代表にもなれず、労働組合の中心的役員にもなれない現状です。

こうした現状を踏まえれば、就業規則に納得できなくても、それを認めなくては働き続けることはおろか、就職もできかねます。不利益変更でも多数決で決められてしまえば、少数の意見は合理性がないと抹殺されるか放置されるということになりかねません。今現在でも、そのような労働条件の不利益変更は日常茶飯事に強行されています。かろうじて個人加入の地域ユニオンの力で、会社の不利益変更を跳ね返していますが、この法律が採択されれば、労使対等原則は完全に崩れてしまいます。

まずは、現行の労働基準法、労働組合法等の遵守を使用者に義務付けることが大前提です。その上で、最低基準である現行の労働３法をより強化し、労働者が有効活用できるように配慮すべきだと思います。格差拡大社会という言葉を日常用語にまで定着させた、政府財界の責任は重大です。

経済のグローバル化による格差拡大を今こそ解消し、世界の常識である均等待遇を実現するためには、法的整備が何より重要であり、立法・行政機関はそのために機能するべきではないでしょうか。私たち労働者・市民の声を無視して、差別を拡大するような法律を新たに公布することは、はなはだしい時代錯誤であり、歴史を逆行することであると考えます。

労働者の労働実態を今すぐ調査して下さい。そして、全国の労働者・市民のささやかな願いである「人らしく生きたい」という声を反映できるような政策を各党が即刻打ち出し、労働契約法を参議院では廃案にするよう強く要請します。

（私の一言）
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